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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

店内空調の調整及び照明の点灯時間の見直しと共に従業員への啓発活動
を推進し、電気・ｶﾞｽの使用量削減を図る

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

毎月会議にて、店管理職に対して環境法規制についての教育を行ってい
る。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

電気使用量：冷ケースの清掃や売り場照明の消灯などの省エネ対策に効
果があり、使用量を抑制することができた。
食品廃棄率：前年度と比較して、0.07ポイント改善
フードドライブ：2022年6月よりフードドライブ新什器が導入され常設と
なった結果、回収重量が前年度比47％アップした。

基 本 方 針

・電気使用量→省エネ率の高い現行機種へ代替、ナイトカバー設置
　冷ケースの清掃やＬＥＤ化、売り場照明の消灯。
・SDGｓを意識した独自目標の設定
・フードドライブを毎日実施→回収ボックスの常設、新什器の導入
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株式会社ダイエー　代表取締役　西峠　泰男
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株式会社ダイエー　事務所・事業所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性について、原則として１年に1回検討している。
又、現行の目標及び取組み内容により一定の成果が見られた事から
2023年度も同様の方法により見直し実施し、運用していく。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・電気使用量→店舗：前年比2％削減→3.4％削減
・食品廃棄率の削減→0.3％未満→0.44％
・フードドライブ回収重量のアップ→年間回収量20ｔ→33.8ｔ
・事務所在館率25％以下→23.6％

認 証 番 号

【2023年度目標】

・電気使用量の削減→前年度比4％削減
・食品廃棄の削減→食品廃棄率0.3％未満
・フードドライブ回収重量のアップ→年間回収重量40ｔ

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


